

































および AKR4B に属する植物 AKR は、主に植物の二次代謝に関与し、AKR4C は活性カルボニル
化合物の消去系として、植物の非生物的ストレス耐性に関与する。 









いるトマト AKR のうち、イチゴにおいて GalUAR として働くイチゴ FaGalUAR の一次構造と最
も高い相同性をもつトマト SlAKR4B に着目した。 









第 1 章 アスコルビン酸生合成における SlAKR4B の機能解析 
 
 まず、SlAKR4B が AKR として機能発揮しているかどうか検討するため、SlAKR4B の酵素性状
の評価を試みた。大腸菌を用いて GST-SlAKR4B 組換えタンパク質を発現させ、GST カラムで
GST-SlAKR4B組換えタンパク質を精製した。得られた精製タンパク質のAKR活性を評価したが、
組換えタンパク質の AKR 活性は認められなかった。大腸菌から調製したイチゴ FaGalUAR 組換
えタンパク質も酵素活性を示さないことが報告されており、SlAKR4B は、酵素活性の発現に翻訳
後修飾を必要とする可能性がある。 




















第 2 章 酸化と病傷害ストレスに対する SlAKR4B の機能解析 
 
 第 1 章において、SlAKR4B は GalUAR 活性を有することが明らかになったが、アスコルビン
酸生合成への関与は不明のままである。そこで、タバコ植物体で SlAKR4B を過剰発現させた。
























bZIP 転写因子である anaerobic basic leucine zipper (ABZ1)が見つかった。ABZ1 と SlAKR4B の遺伝
子発現解析において、トマト植物体では明確な相関が認められなかったが、トマト葉プロトプラ
ストにおいていずれの遺伝子も高発現していた。ゲルシフト解析において、6×His-ABZ1 組換え
タンパク質は SlAKR4Bプロモーター領域 1362 bpの配列に結合したことから、ABZ1は SlAKR4B
プロモーターに作用することが示唆された。しかし、プロトプラストにおいて一過的な ABZ1 遺
伝子の発現抑制では、SlAKR4B の遺伝子発現は変動せず、ABZ1 が SlAKR4B の遺伝子発現を制
御するかどうかは不明である。 





ロイヌナズナ葉プロトプラストにおいても同様に認められ、–600 から–500 bp の領域に、高い転
写活性に関わるシス因子が存在することが示唆された。そこで、SlAKR4B プロモーター領域に存
在する高い転写活性に関わるシス因子の同定を試みた。その結果、SlAKR4B プロモーター領域の
–585から–582 bpおよび–510から–507 bpに存在する 2つの G-box様配列を置換・欠損させると、











 また、SlAKR4B のストレス誘導的な遺伝子高発現には、プロモーター領域の–585 から–582 bp
および–510 から–507 bp に存在する 2 つの G-box 様配列が重要であることが明らかになった。植
物において、G-box に結合する代表的な転写因子として、bZIP や bHLH が挙げられる。これ
らの転写因子によって、SlAKR4Bの遺伝子発現が制御されているかもしれない。SlAKR4B
の遺伝子発現を制御する転写因子は、SlAKR4B 以外にも多くのストレス応答遺伝子の発現
を制御している可能性が考えられる。本研究によって得られた知見を手がかりとし、今後
SlAKR4B の転写因子を同定することができれば、その転写因子を利用して高いストレス耐
性をもつ植物の作出が可能になるかもしれない。また、SlAKR4B プロモーターは、トマトや
シロイヌナズナにおいて高い転写活性を示したことから、遺伝子工学において、植物種間に共通
のストレス誘導的高発現プロモーターとして有用であると確信する。 
